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骨粗しょう症治療薬の進歩
今から30年前までは骨粗しょう症の治療薬はビタ

ミンDとカルシウムの錠剤しかなく、骨折を減らしたり
骨痛を減少させたりはできませんでした。1990年頃に
ビスフォスフォネートという硬水を軟水に変える薬剤を
人体に用いると骨塩量の減少を防ぎ骨折を減らすこと
が判明し、2000年頃から種々の薬剤が発売されまし
た。
ビスフォスフォネートは、骨表面のカルシウムと結合

して骨を壊す破骨細胞をブロックすることで効果を発
揮します。食後に服用すると食材に含まれるカルシウ
ムと結合して効果がなくなるので、起床直後の空腹時
に服用する必要がありますが副作用もほとんどなく、
現在は骨粗しょう症治療の第一選択薬剤になっていま
す。若い人の骨塩量の70%以下に減少したら治療を
開始します。
ビスフォスフォネートには骨塩量を増やす効果はな

く、乳製品とタンパク質の摂取に加え定期的な運動と
日光を1日15分以上浴びることにより、ようやく骨塩
量の増加が期待できます。単独で骨塩量を増やす治療
は存在しなかったのですが、2010年頃に骨を壊すホ
ルモンである副甲状腺ホルモンを少量、頻回に投与す
ることで骨塩量が増加することが判明し使用が開始さ
れました。難点は、注射しかないことと、高価で一生の
うち2年間しか使えないことです。
これに加え、昨年骨塩量を増やす画期的な薬剤が発
売されました。骨細胞から骨の作り過ぎを防ぐスクレ
ロスチンという物質が産生されていることが判明し、
これをブロックする薬剤です。この薬剤によりほぼ確
実に骨塩量が増加し骨痛も軽減します。難点は、この
薬剤も注射薬しかなく非常に高価なため、1年間しか
使用できないことです。もちろん健康保険で治療がで
きます。

〈文：愛知医療学院短期大学　教授　種田陽一（医学博士）〉

【材料2人分】
春菊・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小1束
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ごま油・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
しょうゆ・・・・・・・・・小さじ1/2




